
　

税

理

士

法

に

定

め

ら

れ

た

事

業

に

「

租

税

に

関

す

る

教

育

そ

の

他

知

識

の

普

及

及

び

啓

発

の

た

め

の

活

動

（

租

税

教

育

等

）

」

が

あ

る

。

私

の

所

属

す

る

支

部

で

は

、

２

月

に

租

税

教

室

を

開

催

す

る

ケ

ー

ス

が

多

い

▼

租

税

教

室

で

は

、

児

童

や

生

徒

に

「

税

金

は

取

ら

れ

る

の

で

は

な

く

、

納

め

る

も

の

。

そ

し

て

税

金

は

納

め

て

終

わ

り

で

は

な

く

、

納

め

た

税

金

が

ど

の

よ

う

に

使

わ

れ

た

か

、

興

味

を

も

つ

こ

と

が

大

切

で

あ

る

。

ま

た

、

そ

の

税

金

の

集

め

方

・

使

わ

れ

方

が

お

か

し

い

と

思

え

ば

、

国

会

で

税

制

を

変

え

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

啓

発

し

て

い

る

▼

こ

れ

は

税

理

士

で

あ

れ

ば

誰

も

が

知

っ

て

い

る

こ

と

だ

。

我

々

税

理

士

が

啓

発

を

し

て

い

る

の

だ

か

ら

、

自

ら

が

税

金

の

集

め

方

、

使

わ

れ

方

に

興

味

を

も

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

▼

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

を

構

成

す

る

各

単

位

税

政

連

で

は

、

会

費

収

納

率

の

低

下

が

問

題

と

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

政

治

に

興

味

を

持

て

な

い

、

期

待

で

き

な

い

会

員

の

増

加

が

一

因

で

あ

る

と

推

察

さ

れ

る

▼

税

理

士

は

税

務

の

専

門

家

で

あ

る

。

税

理

士

が

よ

り

良

い

税

制

に

な

る

よ

う

議

員

に

説

明

し

な

け

れ

ば

、

誰

が

す

る

の

か

。

さ

あ

、

税

理

士

の

皆

さ

ん

、

積

極

的

に

税

政

連

活

動

に

参

加

し

よ

う

。

（

藤

原

）

お

知

ら

せ

　

「

日

本

税

政

連

」

３

月

号

は

、

４

月

号

と

の

合

併

号

と

し

、

４

月

１

日

に

発

行

し

ま

す

。

　昨年末から、自民党派閥による政治資金パー

ティー裏金事件を巡る報道が続いています。こ

の事態を重く受け止め、自民党は、本年１月�

日に政治刷新本部を立ち上げ、対応を検討しま

した。そして、この度、中間取りまとめが公表

されました。この取りまとめは、政治資金の透

明性の徹底、派閥の解消と党のガバナンス強化、

不断の改革努力の継続があげられていますが、

国民の政治に対する不信感は容易に払拭できる

ものではありません。自民党を含む政党には、

さらに適正な運営が求められています。

　本連盟では、政治献金は一切行っていません。

しかしながら、税理士制度や中小企業のための

法改正を理解している議員を支援するため、内

部ルールに基づいて、政治資金パーティー券を

僅かながら購入しています。

　今後も引き続き政治資金規正法、公職選挙法

などの関連法令を遵守し、さらに適正な運営を

行う所存です。会員の皆様には、ご理解とご協

力をお願いいたします。

　

１

月

�

日

、

オ

ー

ク

ラ

東

京

（

港

区

）

に

お

い

て

、

日

本

税

理

士

会

連

合

会

の

新

年

賀

詞

交

歓

会

が

開

催

さ

れ

た

。

　

当

日

は

、

日

税

政

副

会

長

、

正

副

幹

事

長

ら

が

多

数

参

加

し

国

会

議

員

と

の

懇

親

を

深

め

た

。

　

今

回

の

賀

詞

交

歓

会

は

、

開

催

規

模

を

コ

ロ

ナ

禍

以

前

に

戻

し

開

催

さ

れ

た

。

　

本

年

は

来

賓

に

、

矢

倉

克

夫

財

務

副

大

臣

、

松

本

剛

明

総

務

大

臣

を

は

じ

め

と

し

て

与

野

党

か

ら

３

１

５

人

（

内

本

人

出

席

�

人

、

代

理

出

席

２

４

３

人

）

の

国

会

議

員

が

出

席

し

た

。

（

関

連

記

事

６

面

に

）

オークラ東京で盛大に行われた賀詞交歓会

矢倉克夫財務副大臣松本剛明総務大臣

　

日

税

政

は

１

月

�

日

、

参

議

院

議

員

会

館

Ｂ

１

０

９

会

議

室

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

第

４

回

正

副

幹

事

長

会

及

び

第

１

回

正

副

会

長

会

・

幹

事

会

合

同

会

議

（

東

秀

優

会

長

、

吉

川

裕

一

幹

事

長

）

を

開

催

し

た

。

正副会長会・幹事会合同会議

発　行　所

日 本 税 理 士

政

　

治

　

連

　

盟

東京都品川区大崎１―�―８

日本税理士会館（〒１４１―００３２）

電話　�（５４３５）０９１０

定価　１部１００円

編集発行人

小島　善弘

税理士政治連盟会員の購読

料は会費の中に含みます。

記

事

・

日

本

維

新

の

会

が

議

連

総

会

を

開

催２

面

地

方

短

信

・

税

理

士

に

よ

る

森

本

真

治

後

援

会

が

設

立

総

会

を

開

催

３

面

ア

ク

テ

ィ

ブ

・

若

林

健

太

議

員

に

聞

く４

～

５

面

特

集

・

日

税

連

賀

詞

交

歓

会

出

席

議

員

一

覧６

面

　

ま

ず

正

副

幹

事

長

会

で

議

事

進

行

の

打

合

せ

を

行

い

、

そ

の

後

合

同

会

議

の

議

事

に

入

っ

た

。

　

最

初

に

、

東

会

長

か

ら

新

年

の

あ

い

さ

つ

が

あ

り

、

昨

年

の

早

期

陳

情

、

一

斉

陳

情

等

の

事

績

が

報

告

さ

れ

た

。

議

員

本

人

へ

の

面

会

が

３

４

７

件

、

秘

書

面

会

が

２

０

９

件

、

併

せ

て

５

５

６

件

の

実

績

と

な

っ

た

こ

と

が

報

告

さ

れ

た

。

　

続

い

て

、

昨

年

に

各

委

員

会

の

委

員

長

へ

発

信

し

た

副

委

員

長

の

推

薦

願

い

に

つ

い

て

、

被

推

薦

者

の

報

告

が

あ

り

、

各

委

員

会

の

副

委

員

長

が

決

定

し

た

。

　

次

に

令

和

６

年

度

税

制

改

正

に

つ

い

て

秋

山

典

久

政

策

委

員

長

と

長

谷

川

隆

史

国

対

委

員

長

か

ら

、

大

綱

に

関

す

る

財

務

省

公

表

の

資

料

や

、

日

税

連

調

査

研

究

部

作

成

の

大

綱

に

取

り

上

げ

ら

れ

た

建

議

項

目

を

ま

と

め

た

資

料

を

基

に

今

回

の

大

綱

の

概

要

に

つ

い

て

の

説

明

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

他

の

議

題

で

は

、

坂

田

覚

組

織

委

員

長

か

ら

、

税

政

連

へ

の

理

解

を

深

め

る

為

の

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

作

成

に

つ

い

て

報

告

が

あ

り

、

内

容

の

改

訂

方

針

や

作

業

の

進

行

状

況

に

つ

い

て

経

過

報

告

が

な

さ

れ

た

。

　

こ

の

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

は

主

に

税

理

士

登

録

時

の

証

票

交

付

式

な

ど

で

税

政

連

活

動

へ

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

作

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

　

次

に

河

合

省

吾

後

援

会

対

策

委

員

長

か

ら

、

今

年

度

に

行

う

後

援

会

活

動

に

関

す

る

ア

ン

ケ

ー

ト

に

つ

い

て

、

そ

の

内

容

の

報

告

が

行

わ

れ

た

。

　

続

い

て

、

有

坂

信

彦

財

務

委

員

長

か

ら

、

令

和

５

年

度

上

半

期

の

収

支

計

算

書

が

提

示

さ

れ

、

予

算

に

対

す

る

執

行

が

適

正

に

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

報

告

さ

れ

た

。

　

ま

た

、

吉

川

幹

事

長

か

ら

、

報

道

が

続

い

て

い

る

政

治

資

金

パ

ー

テ

ィ

ー

券

に

つ

い

て

、

日

税

政

と

し

て

パ

ー

テ

ィ

ー

券

の

購

入

を

控

え

る

べ

き

か

提

案

が

あ

り

、

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

　

出

席

役

員

か

ら

は

「

渦

中

の

事

案

は

派

閥

パ

ー

テ

ィ

ー

が

中

心

で

あ

り

、

日

税

政

や

単

位

税

政

連

が

購

入

す

る

パ

ー

テ

ィ

ー

券

と

購

入

の

趣

旨

が

異

な

る

。

我

々

は

税

制

に

理

解

の

あ

る

議

員

に

頑

張

っ

て

も

ら

う

た

め

に

購

入

し

て

い

る

。

や

め

る

べ

き

で

は

な

い

」

と

の

意

見

が

あ

り

、

今

後

も

個

人

議

員

の

パ

ー

テ

ィ

ー

券

の

購

入

は

継

続

す

る

方

向

を

確

認

し

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連（１） 第５８４号令和６年（２０２４年）２月１日（木曜日）
（毎月１回１日発行） （昭和�年９月１日　第三種郵便物認可）

　



　

手

塚

治

虫

が

好

き

で

あ

る

。

　

公

務

員

時

代

に

受

講

し

た

１

年

間

の

研

修

の

際

に

、

休

憩

室

に

あ

っ

た

「

ブ

ッ

ダ

」

全

巻

を

繰

り

返

し

読

ん

だ

。

　

第

一

子

が

誕

生

し

、

ほ

ぼ

同

時

期

に

父

が

他

界

し

た

頃

で

、

死

生

観

に

敏

感

に

な

っ

て

い

た

せ

い

か

、

物

語

に

引

き

込

ま

れ

た

。

　

　

作

品

中

に

「

因

果

応

報

」

を

教

え

る

物

語

が

あ

る

。

ど

ん

な

結

果

に

も

必

ず

原

因

が

あ

り

、

原

因

の

な

い

ま

ま

に

引

き

起

こ

さ

れ

る

結

果

は

な

い

。

す

べ

て

の

事

象

は

何

ら

か

の

形

で

繋

が

っ

て

い

る

の

だ

か

ら

、

こ

れ

か

ら

先

の

結

果

を

良

い

も

の

に

し

た

け

れ

ば

善

い

行

い

を

続

け

よ

と

説

い

て

い

る

。

　

「

善

い

行

い

」

と

は

、

自

分

の

行

お

う

と

し

て

い

る

こ

と

が

周

囲

の

人

の

為

に

な

る

か

、

国

の

為

に

な

る

か

、

世

界

の

為

に

な

る

か

、

生

き

と

し

生

け

る

も

の

す

べ

て

の

為

に

な

る

か

を

考

え

て

、

答

え

が

否

な

ら

ば

そ

の

行

動

を

起

こ

し

て

は

な

ら

な

い

と

あ

る

。

　

自

分

な

り

の

解

釈

で

、

「

考

え

方

の

主

語

を

『

自

分

』

で

は

な

く

『

他

者

』

に

す

る

」

こ

と

で

は

な

い

か

と

捉

え

て

そ

の

後

の

行

動

規

範

に

し

て

い

る

が

、

な

か

な

か

そ

う

も

い

か

な

い

。

　

死

ぬ

ま

で

修

行

だ

な

と

感

じ

る

還

暦

の

早

春

で

あ

る

。

　

東

秀

優

会

長

、

吉

川

裕

一

幹

事

長

は

、

１

月

�

日

、

日

本

税

理

士

会

館

（

品

川

区

）

で

開

催

さ

れ

た

関

連

８

団

体

・

日

税

連

役

員

懇

談

会

に

出

席

し

た

＝

写

真

。

　

こ

の

懇

談

会

は

日

税

連

が

主

催

し

、

税

理

士

会

会

員

に

資

す

る

事

業

を

効

率

的

に

実

施

す

る

た

め

、

相

互

の

連

携

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

も

の

。

　

日

税

政

は

、

事

業

報

告

と

し

て

組

織

率

（

会

費

収

納

率

）

の

現

状

、

税

制

改

正

へ

の

対

応

、

後

援

会

対

策

等

に

つ

い

て

現

状

を

報

告

し

た

。

　

懇

談

会

で

は

、

日

税

政

の

ほ

か

各

団

体

か

ら

事

業

活

動

報

告

が

あ

り

、

今

後

の

連

携

の

あ

り

方

な

ど

に

つ

い

て

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

な

お

、

出

席

団

体

は

次

の

通

り

。

　

日

本

税

理

士

会

連

合

会

／

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

／

日

本

税

理

士

協

同

組

合

連

合

会

／

全

国

税

理

士

共

栄

会

／

一

般

社

団

法

人

ぜ

い

た

い

き

ょ

う

／

公

益

財

団

法

人

日

本

税

務

研

究

セ

ン

タ

ー

／

日

本

税

理

士

企

業

年

金

基

金

／

日

本

税

理

士

共

済

会

／

一

般

社

団

法

人

日

税

連

税

法

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

　

１

月

�

日

、

第

２

１

３

回

通

常

国

会

（

会

期

は

６

月

�

日

ま

で

の

１

５

０

日

間

の

予

定

）

が

召

集

さ

れ

た

。

　

　

　

　

通

常

国

会

で

は

、

令

和

６

年

度

税

制

改

正

法

案

が

審

議

さ

れ

る

。

　

政

府

は

、

昨

年

の

�

月

�

日

、

令

和

６

年

度

税

制

改

正

大

綱

を

閣

議

決

定

し

て

お

り

、

１

月

下

旬

を

目

途

に

税

制

改

正

法

案

を

通

常

国

会

に

提

出

し

、

年

度

末

ま

で

の

成

立

を

目

指

す

。

　

税

制

改

正

法

案

で

は

、

日

税

政

が

要

望

項

目

と

し

て

挙

げ

て

い

た

適

格

請

求

書

等

保

存

方

式

の

柔

軟

な

運

用

に

向

け

た

措

置

の

他

、

賃

上

げ

促

進

税

制

の

５

年

の

繰

越

控

除

、

法

人

版

事

業

承

継

税

制

（

特

例

措

置

）

に

つ

い

て

、

特

例

承

継

計

画

の

提

出

期

限

が

令

和

８

年

３

月

末

ま

で

２

年

延

長

さ

れ

る

内

容

の

法

案

が

審

議

さ

れ

る

。

　

日

税

政

は

、

引

き

続

き

税

制

改

正

法

案

の

審

議

状

況

の

ほ

か

国

政

の

動

向

を

注

視

し

、

税

務

の

専

門

家

と

し

て

の

要

望

を

関

係

国

会

議

員

に

訴

え

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

　

日

税

政

は

１

月

�

日

、

衆

議

院

第

一

議

員

会

館

（

千

代

田

区

）

に

お

い

て

開

催

さ

れ

た

日

本

維

新

の

会

税

理

士

制

度

推

進

議

員

連

盟

（

会

長

＝

美

延

映

夫

衆

院

議

員

・

維

新

・

大

阪

４

区

）

の

総

会

に

出

席

し

、

那

須

弘

敬

副

会

長

、

吉

川

裕

一

幹

事

長

、

秋

山

典

久

政

策

委

員

長

、

長

谷

川

隆

史

国

対

委

員

長

、

大

畑

智

宏

日

税

連

調

査

研

究

部

副

部

長

が

出

席

し

た

＝

写

真

。

　

議

連

か

ら

は

美

延

会

長

、

池

下

卓

幹

事

長

、

住

吉

寛

紀

衆

院

議

員

が

出

席

し

た

他

、

地

方

議

員

も

含

め

た

�

名

が

オ

ン

ラ

イ

ン

で

参

加

し

た

。

　

　

冒

頭

、

美

延

会

長

か

ら

「

税

政

連

の

役

員

の

皆

さ

ま

に

は

日

頃

か

ら

大

変

お

世

話

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

今

後

も

引

き

続

き

ご

指

導

ご

鞭

撻

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

」

と

の

謝

辞

が

あ

り

、

続

い

て

那

須

副

会

長

か

ら

の

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

後

、

大

畑

副

部

長

よ

り

、

令

和

６

年

度

税

制

改

正

建

議

書

に

基

づ

き

、

①

災

害

損

失

特

別

勘

定

の

損

金

算

入

及

び

益

金

算

入

に

関

す

る

適

用

要

件

の

緩

和

、

②

消

費

税

の

非

課

税

取

引

範

囲

の

見

直

し

、

③

軽

減

税

率

制

度

の

廃

止

、

④

年

末

調

整

実

施

の

時

期

及

び

所

得

税

の

確

定

申

告

期

限

の

後

倒

し

、

⑤

取

引

相

場

の

な

い

株

式

等

の

評

価

の

適

正

化

の

五

つ

の

項

目

に

つ

い

て

説

明

が

あ

っ

た

。

　

説

明

後

の

質

疑

応

答

で

は

、

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

を

中

心

に

消

費

税

に

関

す

る

質

問

が

多

く

寄

せ

ら

れ

、

制

度

開

始

後

の

問

題

点

や

課

題

等

を

ま

と

め

た

資

料

か

ら

も

現

状

を

伝

え

、

活

発

な

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

日

　

本

　

税

　

政
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去

る

�

月

�

日

、

令

和

６

年

度

税

制

改

正

大

綱

が

与

党

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

。

　

今

回

の

大

綱

で

は

、

物

価

上

昇

を

上

回

る

賃

金

上

昇

の

実

現

を

最

優

先

の

課

題

と

し

て

い

る

。

主

な

改

正

と

し

て

、

特

例

事

業

承

継

税

制

の

計

画

の

提

出

期

限

を

令

和

８

年

３

月

末

ま

で

に

延

長

、

賃

上

げ

促

進

税

制

に

関

す

る

繰

越

制

度

の

創

設

、

外

形

標

準

課

税

の

適

用

対

象

法

人

の

あ

り

方

、

法

人

課

税

で

は

交

際

費

の

飲

食

費

に

係

る

金

額

基

準

が

、

１

人

当

た

り

５

千

円

以

下

か

ら

１

万

円

以

下

に

引

き

上

げ

ら

れ

る

こ

と

等

が

あ

げ

ら

れ

る

。

　

こ

の

大

綱

の

中

で

、

令

和

５

年

度

税

制

改

正

大

綱

に

引

き

続

き

、

記

帳

水

準

に

つ

い

て

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

た

。

そ

の

記

述

は

前

年

と

全

く

同

じ

内

容

で

「

小

規

模

事

業

者

の

半

数

以

上

が

帳

簿

を

手

書

き

で

作

成

し

て

お

り

、

ま

た

、

個

人

事

業

者

の

場

合

、

正

規

の

簿

記

の

原

則

に

従

っ

た

記

帳

を

行

っ

て

い

る

者

は

、

約

３

割

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

の

が

現

状

で

あ

る

」

と

記

載

さ

れ

て

い

る

。

　

第

�

回

日

税

政

定

期

大

会

で

一

之

瀬

渉

代

議

員

（

東

京

）

よ

り

「

簿

記

の

知

識

が

あ

れ

ば

起

業

、

仕

事

が

で

き

る

、

具

体

的

に

自

分

の

仕

事

が

数

値

化

で

き

る

、

そ

う

い

う

教

育

を

す

べ

き

」

と

の

発

言

が

あ

っ

た

。

そ

れ

に

対

し

、

吉

川

幹

事

長

は

「

昨

年

の

税

制

改

正

大

綱

に

記

帳

水

準

の

向

上

、

正

規

の

簿

記

の

原

則

と

い

う

の

が

出

て

い

ま

す

。

日

税

連

調

研

部

に

陪

席

し

て

い

ま

す

の

で

そ

の

中

で

提

案

を

し

て

次

回

建

議

書

に

、

正

規

の

簿

記

の

原

則

、

簿

記

教

育

の

向

上

を

入

れ

て

も

ら

え

る

よ

う

努

力

を

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

」

と

の

答

弁

が

あ

っ

た

。

　

小

規

模

事

業

者

の

み

な

ら

ず

、

中

小

企

業

の

経

営

者

で

も

財

務

を

苦

手

と

す

る

人

は

少

な

く

な

い

。

収

支

は

理

解

で

き

る

が

貸

借

対

照

表

は

苦

手

だ

と

い

う

経

営

者

も

多

い

。

簿

記

会

計

の

基

本

は

日

々

の

取

引

の

記

帳

で

あ

り

、

今

は

簡

易

な

会

計

ソ

フ

ト

を

活

用

す

れ

ば

パ

ソ

コ

ン

で

会

計

帳

簿

が

作

成

で

き

る

の

に

一

向

に

手

を

出

さ

な

い

の

は

簿

記

に

対

す

る

苦

手

意

識

が

挑

戦

を

阻

む

要

因

に

な

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

　

今

か

ら

�

年

以

上

も

前

に

、

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

大

前

研

一

氏

は

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

の

三

種

の

神

器

と

し

て

「

英

語

」

「

会

計

」

「

Ｉ

Ｔ

」

を

あ

げ

て

い

る

。

小

学

校

で

は

既

に

「

英

語

」

と

「

Ｉ

Ｔ

」

の

教

育

は

始

ま

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

「

会

計

」

に

つ

い

て

は

全

く

教

育

さ

れ

て

い

な

い

。

　

将

来

を

担

う

世

代

に

と

っ

て

、

パ

ソ

コ

ン

に

よ

る

記

帳

、

各

種

デ

ー

タ

に

よ

る

仕

訳

連

携

、

ペ

ポ

ル

イ

ン

ボ

イ

ス

や

Ａ

Ｉ

に

よ

る

証

憑

書

類

の

読

取

り

、

金

融

機

関

か

ら

の

フ

ィ

ン

テ

ッ

ク

活

用

の

自

動

仕

訳

等

は

必

須

と

い

え

る

。

　

簿

記

教

育

を

初

等

教

育

か

ら

始

め

る

こ

と

は

、

適

正

な

申

告

を

支

え

る

正

規

の

簿

記

の

原

則

に

よ

る

記

帳

水

準

の

向

上

に

繋

が

り

、

会

計

ス

キ

ル

を

持

っ

た

国

民

が

育

つ

こ

と

が

「

貯

蓄

か

ら

投

資

へ

」

と

い

う

政

府

の

要

請

を

も

長

期

的

に

支

え

る

も

の

に

な

る

と

思

う

。

（

有

坂

）

通常国会始まる　山積する課題

　

�

月

�

日

、

リ

ー

ガ

ロ

イ

ヤ

ル

ホ

テ

ル

広

島

（

広

島

市

）

に

お

い

て

「

税

理

士

に

よ

る

森

本

真

治

後

援

会

」

（

立

民

・

広

島

選

挙

区

）

の

設

立

総

会

が

開

催

さ

れ

た

＝

写

真

。

　

当

日

は

来

賓

と

し

て

、

佐

藤

公

治

衆

院

議

員

、

井

上

博

夫

中

税

政

会

長

、

山

中

庸

祐

中

税

政

連

幹

事

長

、

峯

松

孝

至

広

島

県

税

政

連

会

長

、

楠

部

誠

広

島

県

税

政

連

幹

事

長

の

出

席

が

あ

り

総

勢

�

名

で

開

催

さ

れ

た

。

　

総

会

は

黒

住

茂

雄

会

員

の

司

会

の

も

と

、

設

立

発

起

人

代

表

親

谷

順

子

会

員

の

あ

い

さ

つ

の

後

、

議

事

に

入

っ

た

。

す

べ

て

の

議

案

が

原

案

ど

お

り

可

決

承

認

さ

れ

、

後

援

会

会

長

に

親

谷

会

員

、

後

援

会

副

会

長

に

小

仙

健

太

郎

会

員

、

後

援

会

幹

事

長

に

黒

住

会

員

及

び

１

名

の

会

計

責

任

者

、

２

名

の

会

計

幹

事

が

選

任

さ

れ

た

。

　

来

賓

の

佐

藤

議

員

、

井

上

会

長

、

峯

松

会

長

か

ら

の

祝

辞

に

続

き

、

森

本

議

員

か

ら

後

援

会

設

立

の

謝

辞

、

参

議

院

経

済

産

業

委

員

会

委

員

長

の

立

場

か

ら

の

現

在

の

活

動

報

告

、

そ

し

て

税

制

に

つ

い

て

「

税

制

改

正

に

関

す

る

建

議

・

要

望

を

基

に

深

く

勉

強

を

進

め

て

い

き

た

い

」

と

の

熱

い

抱

負

が

述

べ

ら

れ

た

。

　

黒

住

会

員

の

閉

会

の

言

葉

の

後

、

懇

親

会

が

開

催

さ

れ

、

和

や

か

な

う

ち

に

総

会

は

終

了

し

た

。

　

�

月

�

日

、

オ

ー

ク

ラ

京

都

（

京

都

市

）

に

お

い

て

「

税

理

士

に

よ

る

福

山

哲

郎

後

援

会

」

（

立

民

・

京

都

選

挙

区

）

の

第

�

回

の

定

期

総

会

が

開

催

さ

れ

た

＝

写

真

。

　

当

日

は

来

賓

と

し

て

、

福

山

哲

郎

参

院

議

員

、

近

畿

税

政

連

か

ら

那

須

弘

敬

会

長

、

近

税

政

京

都

府

支

部

連

よ

り

中

谷

隆

夫

会

長

、

高

橋

宏

至

幹

事

長

、

税

理

士

に

よ

る

泉

ケ

ン

タ

後

援

会

よ

り

植

田

順

幹

事

長

が

参

加

し

た

。

　

総

会

に

先

立

ち

、

作

見

藏

市

後

援

会

長

、

那

須

会

長

、

中

谷

会

長

よ

り

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

福

山

議

員

か

ら

は

「

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

開

始

に

お

け

る

納

税

者

支

援

等

、

日

頃

の

税

理

士

の

先

生

方

の

活

動

に

感

謝

い

た

し

ま

す

。

先

生

方

か

ら

の

要

望

を

実

現

す

べ

く

引

き

続

き

努

力

し

て

い

き

た

い

」

と

の

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

国

政

報

告

会

で

は

、

福

山

議

員

の

「

在

職

�

年

表

彰

」

の

ビ

デ

オ

と

と

も

に

１

９

９

８

年

参

院

選

初

当

選

か

ら

今

日

ま

で

、

そ

の

長

き

に

わ

た

る

活

動

の

足

跡

を

振

り

返

っ

た

。

　

今

年

度

の

外

交

防

衛

委

員

会

に

お

け

る

活

動

、

令

和

５

年

６

月

の

広

島

サ

ミ

ッ

ト

の

評

価

、

経

済

指

標

に

み

る

�

年

間

の

世

界

競

争

力

の

低

下

・

物

価

高

に

お

け

る

実

質

賃

金

の

低

下

の

現

状

、

定

額

減

税

等

の

時

期

の

問

題

等

多

岐

に

わ

た

る

報

告

が

な

さ

れ

た

。

　

「

経

済

再

生

の

た

め

に

は

異

次

元

の

金

融

緩

和

を

止

め

、

１

ド

ル

１

３

０

円

程

度

を

目

指

す

。

野

党

と

し

て

、

言

う

べ

き

こ

と

は

言

う

。

地

元

京

都

の

た

め

に

頑

張

る

」

と

熱

く

語

ら

れ

た

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連（３） 第５８４号令和６年（２０２４年）２月１日（木曜日）
（第三種郵便物認可）

　



ア
ク
ティ
ブ

若林　健太（わかばやし・けんた）昭和�年１

月�日生まれ。高校を卒業後、慶應義塾大学へ

進学。大学在学中に公認会計士試験に合格し卒

業後監査法人に就職。�歳で会計事務所を独立

開業。

　平成�年に参議院議員に初当選。その後、外

務大臣政務官、自民党副幹事長・国対副委員長、

自民党税制調査会幹事などの要職を歴任。令和

３年の衆議院選挙に出馬、当選し現在に至る。

　

日

本

税

理

士

政

治

連

盟

は

、

３

３

０

を

超

え

る

税

理

士

に

よ

る

国

会

議

員

等

後

援

会

を

各

地

で

結

成

し

、

税

理

士

制

度

に

理

解

の

あ

る

議

員

を

応

援

し

て

い

る

。

そ

し

て

日

ご

ろ

の

活

発

な

後

援

会

活

動

を

通

し

て

議

員

と

の

関

係

を

深

め

、

毎

年

の

税

制

改

正

に

対

し

て

積

極

的

に

要

望

す

る

な

ど

の

活

動

を

続

け

て

い

る

。

　

本

紙

で

は

、

全

国

の

後

援

会

活

動

を

さ

ら

に

推

進

し

て

い

く

た

め

、

後

援

会

が

行

な

っ

て

い

る

日

常

活

動

や

、

議

員

・

後

援

会

長

の

そ

れ

ぞ

れ

か

ら

見

た

政

治

家

像

・

後

援

会

像

、

そ

し

て

議

員

か

ら

税

理

士

会

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

に

つ

い

て

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

を

行

っ

て

い

る

。

　

今

回

は

、

外

務

大

臣

政

務

官

、

自

民

党

副

幹

事

長

・

国

対

副

委

員

長

、

自

民

党

税

制

調

査

会

幹

事

な

ど

の

要

職

を

歴

任

さ

れ

、

自

身

が

税

理

士

と

し

て

の

キ

ャ

リ

ア

を

お

持

ち

の

若

林

健

太

議

員

と

「

税

理

士

に

よ

る

若

林

け

ん

た

後

援

会

」

の

渡

邉

典

昭

後

援

会

長

と

成

澤

優

一

朗

前

後

援

会

長

（

現

在

は

長

野

県

税

政

連

会

長

）

を

招

き

、

後

援

会

の

設

立

の

経

緯

や

現

状

、

日

常

の

活

動

等

を

伺

っ

た

。

自

由

民

主

党

衆

院

議

員

（

長

野

１

区

）

若

林

　

健

太

税

理

士

に

よ

る

若

林

け

ん

た

後

援

会

会

長

渡

邉

　

典

昭

税

理

士

に

よ

る

若

林

け

ん

た

後

援

会

前

会

長

（

現

在

は

長

野

県

税

理

士

政

治

連

盟

会

長

）

成

澤

優

一

朗

（

司

会

）

後

援

会

対

策

委

員

長

河

合

　

省

吾

若林議員を囲んで

　

―

―

税

制

に

つ

い

て

河

合

　

若

林

議

員

は

自

民

党

税

制

調

査

会

の

幹

事

の

経

験

も

お

あ

り

で

す

ね

。

若

林

　

昨

年

は

党

の

国

対

副

委

員

長

に

就

任

し

た

関

係

で

役

員

か

ら

は

外

れ

ま

し

た

が

、

一

昨

年

は

税

調

の

幹

事

で

し

た

。

　

�

月

か

ら

�

月

に

か

け

て

の

税

制

改

正

の

議

論

に

携

わ

り

ま

し

た

が

、

今

ま

で

の

実

務

の

経

験

も

踏

ま

え

て

、

こ

れ

は

非

常

に

興

味

深

く

意

義

深

い

経

験

と

な

り

ま

し

た

。

　

当

時

、

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

導

入

に

当

た

っ

て

の

経

過

措

置

を

ど

う

す

る

か

と

い

う

と

こ

ろ

で

国

税

庁

の

関

係

者

も

含

め

て

議

論

を

し

て

お

り

ま

し

た

が

、

庁

の

幹

部

も

日

税

連

・

日

税

政

の

意

見

を

非

常

に

尊

重

し

て

お

り

ま

し

た

。

　

や

は

り

税

理

士

の

先

生

方

は

き

ち

ん

と

現

場

を

知

っ

て

お

ら

れ

ま

す

の

で

税

制

改

正

に

お

い

て

は

発

言

力

が

あ

り

ま

す

し

、

重

要

な

局

面

で

大

切

な

役

割

を

果

た

し

て

お

ら

れ

ま

す

ね

。

河

合

　

そ

の

よ

う

に

仰

っ

て

い

た

だ

け

ま

す

と

あ

り

が

た

い

限

り

で

す

。

若

林

　

私

と

し

て

も

日

税

連

・

日

税

政

か

ら

の

要

望

を

受

け

て

、

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

導

入

に

当

た

っ

て

は

中

小

零

細

の

事

業

者

が

実

務

的

に

混

乱

す

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

と

い

う

こ

と

を

国

税

庁

へ

も

働

き

か

け

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

　

「

税

制

改

正

に

関

す

る

要

望

」

の

中

に

あ

り

ま

し

た

災

害

損

失

控

除

の

創

設

に

つ

き

ま

し

て

は

、

積

極

的

に

対

応

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

さ

ま

ざ

ま

な

要

因

に

よ

り

創

設

は

難

し

か

っ

た

で

す

が

、

近

年

、

地

震

や

水

害

な

ど

が

多

発

し

て

い

る

状

況

を

鑑

み

れ

ば

、

今

後

も

継

続

的

に

検

討

し

て

い

く

余

地

は

あ

る

か

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

　

ま

た

、

自

民

党

税

理

士

議

連

総

会

の

場

で

も

発

言

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

が

、

年

末

調

整

実

施

の

時

期

及

び

所

得

税

の

確

定

申

告

期

限

の

後

倒

し

に

つ

い

て

も

、

同

じ

税

理

士

と

し

て

こ

の

時

期

が

大

変

忙

し

い

こ

と

は

も

ち

ろ

ん

承

知

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

期

限

延

長

に

つ

い

て

も

引

き

続

き

検

討

す

る

合

理

性

は

あ

る

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

成

澤

　

若

林

議

員

が

自

民

税

調

の

幹

事

で

あ

っ

た

時

の

こ

と

で

す

が

、

税

制

改

正

大

綱

が

公

表

さ

れ

た

タ

イ

ミ

ン

グ

で

長

野

県

連

の

役

員

会

と

長

野

税

政

連

の

役

員

会

が

あ

り

ま

し

て

、

そ

の

時

に

若

林

議

員

に

時

間

を

取

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

て

ウ

ェ

ブ

会

議

で

税

制

調

査

会

で

の

審

議

経

過

等

の

ご

報

告

を

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

審

議

に

携

わ

っ

て

い

る

若

林

議

員

か

ら

、

直

接

大

綱

の

論

点

を

ご

説

明

し

て

い

た

だ

い

た

の

で

す

。

　

―

―

後

援

会

設

立

の

経

緯渡

邉

　

多

く

の

方

々

が

ご

存

じ

の

よ

う

に

若

林

議

員

は

税

理

士

と

し

て

長

野

市

に

て

開

業

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

若

林

議

員

の

お

父

様

は

環

境

大

臣

、

農

林

水

産

大

臣

を

歴

任

さ

れ

た

故

・

若

林

正

俊

氏

（

令

和

５

年

�

月

に

逝

去

）

で

す

。

　

そ

の

お

父

様

が

政

治

家

を

引

退

さ

れ

る

と

い

う

時

に

、

若

林

議

員

が

出

馬

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

が

平

成

�

年

の

参

議

院

選

挙

で

し

た

が

、

め

で

た

く

初

当

選

を

さ

れ

ま

し

た

。

　

実

は

参

議

院

選

挙

に

立

候

補

さ

れ

る

段

階

で

、

既

に

有

志

に

よ

る

後

援

会

を

結

成

し

て

お

り

ま

し

た

。

河

合

　

議

員

当

選

前

に

既

に

後

援

会

が

あ

っ

た

、

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

若

林

　

当

時

、

立

候

補

の

際

に

自

民

党

の

公

認

を

い

た

だ

い

て

お

り

ま

し

た

の

で

、

有

志

後

援

会

を

作

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

税

理

士

の

先

生

方

�

名

に

自

民

党

の

党

員

に

な

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

　

党

員

�

名

が

自

民

党

の

職

域

支

部

の

基

礎

単

位

な

の

で

す

が

、

長

野

県

連

の

税

理

士

支

部

と

い

う

も

の

を

作

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

　

当

時

、

立

候

補

し

た

際

は

公

募

で

公

認

を

争

っ

た

わ

け

で

す

が

、

そ

の

公

募

の

際

に

母

体

と

な

る

税

理

士

に

よ

る

職

域

支

部

よ

り

私

は

推

薦

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

国

会

議

員

と

し

て

の

キ

ャ

リ

ア

の

ス

タ

ー

ト

に

あ

っ

た

の

が

税

理

士

の

先

生

方

に

よ

る

支

援

と

い

う

わ

け

で

す

。

河

合

　

通

常

、

後

援

会

は

当

選

し

て

１

期

目

も

し

く

は

２

期

目

の

時

期

に

設

立

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

が

、

最

初

か

ら

長

野

の

地

元

の

税

理

士

の

先

生

方

が

盛

り

上

げ

て

く

れ

た

と

い

う

感

じ

で

す

か

。

若

林

　

仰

る

通

り

で

す

。

税

理

士

に

よ

る

職

域

支

部

か

ら

の

推

薦

の

力

で

公

募

を

勝

ち

抜

き

ま

し

て

推

薦

候

補

者

に

な

れ

ま

し

た

。

ま

さ

に

支

持

基

盤

で

し

た

。

河

合

　

そ

れ

は

候

補

者

か

ら

す

れ

ば

大

変

あ

り

が

た

い

こ

と

で

す

ね

。

若

林

　

参

議

院

選

挙

で

す

か

ら

当

然

選

挙

区

は

長

野

県

全

県

下

に

な

り

ま

す

、

私

は

青

年

会

議

所

も

加

入

し

て

い

ま

し

た

の

で

、

青

年

会

議

所

の

仲

間

と

税

理

士

会

の

皆

さ

ま

を

全

県

の

組

織

と

し

て

一

番

頼

り

に

し

て

い

ま

し

た

。

　

―

―

若

林

議

員

と

税

理

士

会

の

繋

が

り

成

澤

　

や

は

り

若

林

議

員

と

は

同

じ

税

理

士

と

し

て

「

仲

間

」

で

あ

る

と

い

う

意

識

が

強

か

っ

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

だ

か

ら

こ

そ

、

立

候

補

時

に

強

力

な

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

が

で

き

た

の

で

し

ょ

う

ね

。

若

林

　

そ

う

で

す

ね

、

税

理

士

と

し

て

税

理

士

会

の

役

員

を

し

て

い

た

時

期

も

あ

り

ま

す

し

、

税

政

連

の

活

動

を

し

て

い

た

時

期

も

あ

り

ま

す

。

関

東

信

越

税

理

士

会

の

集

ま

り

に

行

き

ま

す

と

、

昔

、

会

務

で

お

世

話

に

な

っ

た

皆

さ

ま

と

顔

を

合

わ

せ

る

こ

と

も

よ

く

あ

り

ま

す

。

河

合

　

税

政

連

と

し

て

要

望

書

を

持

参

し

陳

情

活

動

を

し

ま

す

が

、

若

林

議

員

の

よ

う

に

自

身

が

税

法

の

実

務

に

携

わ

っ

て

お

ら

れ

る

と

、

要

望

を

す

る

こ

ち

ら

と

し

て

も

あ

り

が

た

い

限

り

で

す

ね

。

成

澤

　

国

会

議

員

の

中

で

は

数

少

な

い

自

分

で

確

定

申

告

書

を

イ

チ

か

ら

書

け

る

先

生

だ

と

思

い

ま

す

（

笑

）

。

ま

た

、

長

野

県

税

理

士

政

治

連

盟

と

財

務

省

と

の

意

見

交

換

会

と

い

う

場

を

若

林

議

員

に

作

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

て

今

も

こ

の

懇

談

会

は

年

に

１

回

の

ペ

ー

ス

で

続

い

て

い

ま

す

。

若

林

　

参

議

院

選

挙

で

当

選

し

て

す

ぐ

の

頃

で

す

ね

。

当

時

は

民

主

党

政

権

で

野

党

で

し

た

が

、

偶

然

私

と

同

じ

く

税

理

士

資

格

を

も

つ

尾

立

源

幸

氏

が

財

務

大

臣

政

務

官

で

し

て

、

彼

に

話

を

し

ま

し

て

、

同

時

に

財

務

省

の

事

務

次

官

が

私

の

知

人

で

し

て

、

そ

の

方

自

身

も

長

野

県

に

ご

縁

の

あ

る

方

で

し

た

。

そ

の

関

係

性

の

中

か

ら

、

意

見

交

換

で

き

る

場

所

が

あ

っ

て

も

い

い

の

で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

で

話

が

進

み

ま

し

て

、

第

１

回

目

の

意

見

交

換

会

を

行

い

ま

し

た

。

趣

旨

と

し

て

は

現

場

の

税

制

の

議

論

を

す

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

成

澤

　

最

近

は

財

務

省

に

我

々

が

出

向

い

て

省

内

の

会

議

室

の

中

で

意

見

交

換

会

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

先

方

も

課

長

補

佐

ク

ラ

ス

の

実

際

に

条

文

を

作

っ

て

い

る

方

々

が

出

席

さ

れ

る

の

で

、

大

変

意

義

の

あ

る

会

に

な

っ

て

い

ま

す

。

日

　

本

　

税

　

政

　

連 （４）第５８４号令和６年（２０２４年）２月１日（木曜日）
（第三種郵便物認可）

　



渡邉後援会長

　新旧の後援会長ととも

に若林議員もリラックス

して話題の尽きない対談

となりました。同じ税理

士として是非長野の税理

士の先生方には若林議員

を応援していただきたい

と思います。本企画にご協力いただきまし

た若林健太事務所のスタッフの皆さまをは

じめとした関係各位に感謝申し上げます。

成澤前後援会長

　

―

―

若

林

議

員

の

趣

味

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

方

法

に

つ

い

て

河

合

　

議

員

と

し

て

大

変

お

忙

し

い

毎

日

か

と

は

思

い

ま

す

が

、

何

か

ご

趣

味

は

お

あ

り

で

し

ょ

う

か

。

若

林

　

ジ

ョ

ギ

ン

グ

で

す

ね

。

毎

朝

の

日

課

で

す

。

東

京

に

い

る

時

は

皇

居

を

一

周

し

ま

す

。

約

８

キ

ロ

を

走

り

ま

す

。

地

元

に

い

る

時

は

７

キ

ロ

ぐ

ら

い

で

す

。

そ

れ

が

最

大

の

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

で

す

ね

。

　

税

政

連

の

地

道

な

活

動

の

中

で

議

員

の

先

生

と

良

好

な

関

係

性

を

作

っ

て

、

そ

の

上

で

こ

う

し

て

時

間

を

作

っ

て

説

明

を

し

て

い

た

だ

け

る

と

い

う

こ

と

を

長

野

県

連

の

先

生

方

に

も

見

て

い

た

だ

け

た

と

い

う

こ

と

で

、

若

林

議

員

に

は

大

変

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

河

合

　

直

接

、

お

話

を

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

多

く

の

先

生

方

に

も

税

政

連

活

動

の

意

義

が

見

え

ま

す

し

、

大

切

な

こ

と

で

す

ね

。

　

―

―

税

理

士

に

望

む

こ

と河

合

　

最

後

に

若

林

議

員

か

ら

税

理

士

や

税

政

連

に

望

む

こ

と

が

あ

れ

ば

お

聞

か

せ

く

だ

さ

い

。

若

林

　

一

昨

年

、

税

調

の

幹

事

と

し

て

税

制

改

正

に

携

わ

り

実

感

し

た

こ

と

で

す

が

、

省

庁

の

官

僚

の

方

々

は

税

制

に

関

し

て

理

論

を

重

視

し

ま

す

が

、

一

方

で

現

場

の

感

覚

と

い

う

も

の

が

大

切

だ

と

思

い

ま

す

。

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

も

そ

う

で

す

が

、

現

場

感

覚

を

し

っ

か

り

と

政

策

に

反

映

さ

せ

て

い

く

と

い

う

こ

と

で

す

。

　

そ

の

理

論

と

現

場

の

橋

渡

し

が

で

き

る

の

が

税

理

士

の

先

生

方

で

す

。

税

政

連

の

活

動

を

通

じ

て

政

策

提

言

を

し

、

絶

え

ず

政

策

に

現

場

感

覚

を

吹

き

込

ん

で

い

く

こ

と

、

是

非

こ

れ

か

ら

も

そ

の

役

割

を

果

た

し

て

も

ら

い

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

　

―

―

選

挙

支

援

、

後

援

会

活

動

に

つ

い

て

河

合

　

前

回

の

衆

議

院

議

員

選

挙

の

際

は

ど

の

よ

う

な

支

援

活

動

を

さ

れ

ま

し

た

か

。

渡

邉

　

ま

ず

は

電

話

作

戦

で

す

。

「

税

理

士

に

よ

る

若

林

け

ん

た

後

援

会

」

と

し

ま

し

て

、

選

挙

期

間

の

内

の

土

日

３

日

間

で

電

話

作

戦

を

実

施

し

ま

し

た

。

　

総

勢

�

名

を

超

え

る

後

援

会

員

に

参

加

い

だ

き

ま

し

て

、

一

日

２

、

３

時

間

ほ

ど

行

い

ま

し

た

。

若

林

　

ご

支

援

を

い

た

だ

き

ま

し

て

あ

り

が

た

い

限

り

で

す

。

渡

邉

　

後

援

会

活

動

は

コ

ロ

ナ

禍

の

状

況

が

尾

を

引

い

て

お

り

、

人

が

集

ま

り

に

く

い

状

況

で

は

あ

り

ま

す

が

、

定

期

総

会

を

毎

年

開

催

し

て

お

り

ま

す

。

　

現

在

、

後

援

会

の

会

員

数

は

約

�

名

で

す

。

若

林

議

員

の

選

挙

区

で

あ

る

長

野

１

区

の

税

理

士

会

の

支

部

は

、

長

野

支

部

と

信

濃

中

野

支

部

の

二

つ

で

す

。

税

理

士

は

、

長

野

支

部

が

２

４

０

名

、

信

濃

中

野

支

部

が

�

名

で

す

。

後

援

会

活

動

を

活

性

化

す

る

と

と

も

に

、

次

回

の

衆

議

院

議

員

選

挙

を

視

野

に

後

援

会

会

員

数

を

１

３

０

名

ほ

ど

に

増

や

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

河

合

　

や

は

り

ど

の

後

援

会

で

も

会

員

の

増

強

は

共

通

の

課

題

で

す

ね

。

会

員

に

な

っ

て

い

た

だ

く

に

は

議

員

の

先

生

と

親

密

に

な

れ

る

機

会

を

作

っ

て

い

く

、

と

い

う

の

が

一

つ

の

試

み

で

し

ょ

う

か

。

成

澤

　

そ

う

で

す

ね

、

例

え

ば

若

手

税

理

士

と

議

員

の

先

生

の

懇

親

会

の

場

を

設

け

る

と

か

、

そ

こ

に

女

性

の

会

員

の

先

生

に

も

来

て

い

た

だ

く

と

か

、

そ

う

し

た

働

き

か

け

が

大

事

か

な

と

思

い

ま

す

。

　

―

―

若

林

議

員

の

目

指

す

も

の

河

合

　

若

林

議

員

が

政

治

家

と

し

て

目

指

さ

れ

て

い

る

も

の

は

何

で

し

ょ

う

か

。

若

林

　

生

前

、

私

の

父

が

い

っ

し

い

ち

ど

う

「

一

志

一

道

」

と

い

う

言

葉

を

座

右

の

銘

と

し

て

お

り

ま

し

た

。

私

は

論

語

か

い

ち

い

か

ん

し

ら

「

一

以

貫

之

」

と

い

う

言

葉

を

座

右

の

銘

と

し

て

い

ち

も

お

り

ま

す

。

一

を

以

っ

て

こ

れ

つ

ら

ぬ

之

を

貫

く

、

一

つ

の

思

い

を

貫

き

通

す

と

い

っ

た

意

味

合

い

で

す

が

、

思

い

は

父

と

同

じ

も

の

で

す

。

　

ご

紹

介

い

た

だ

き

ま

し

た

よ

う

に

私

は

税

理

士

・

公

認

会

計

士

で

あ

り

ま

す

の

で

、

分

野

と

し

て

は

や

は

り

財

務

金

融

、

中

小

企

業

、

産

業

と

い

う

意

味

で

は

農

業

政

策

、

そ

れ

ら

を

柱

に

し

な

が

ら

こ

れ

か

ら

の

議

員

活

動

を

展

開

し

て

い

こ

う

と

考

え

て

い

ま

す

。

　

国

政

で

取

り

扱

う

テ

ー

マ

と

い

う

も

の

は

広

範

で

多

岐

に

渡

る

も

の

で

す

。

軸

が

定

ま

ら

な

け

れ

ば

強

み

の

な

い

議

員

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

や

は

り

、

専

門

性

を

磨

い

て

い

く

こ

と

は

大

切

で

す

。

　

税

制

、

中

小

企

業

、

農

業

政

策

の

三

つ

を

柱

に

し

て

政

治

活

動

を

し

て

い

こ

う

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

　

ま

た

、

政

治

批

判

ば

か

り

で

は

地

元

は

良

く

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。

現

在

、

政

権

与

党

の

議

員

で

す

の

で

、

国

政

に

関

わ

る

活

動

と

同

時

に

地

元

の

さ

ま

ざ

ま

な

課

題

に

し

っ

か

り

と

答

え

を

出

し

て

い

く

政

治

と

い

う

も

の

も

必

要

で

す

。

　

地

元

へ

利

益

誘

導

を

す

る

、

予

算

を

引

っ

張

っ

て

く

る

こ

と

を

蔑

む

声

も

あ

り

ま

す

が

、

そ

れ

は

違

う

と

思

っ

て

い

ま

す

。

国

政

も

地

元

も

車

の

両

輪

の

よ

う

な

も

の

と

し

て

、

両

方

と

も

一

生

懸

命

や

っ

て

い

く

と

い

う

こ

と

が

大

切

で

す

。

　

そ

の

車

の

両

方

の

輪

を

懸

命

に

回

し

て

政

治

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

と

、

こ

の

よ

う

に

考

え

て

お

り

ま

す

。

日

　

本

　

税

　

政
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日

本

税

理

士

会

連

合

会

（

太

田

直

樹

会

長

）

は

、

１

月

�

日

、

オ

ー

ク

ラ

東

京

（

港

区

）

に

お

い

て

新

年

賀

詞

交

歓

会

を

開

催

し

た

。

当

日

は

来

賓

と

し

て

、

矢

倉

克

夫

財

務

副

大

臣

、

松

本

剛

明

総

務

大

臣

、

長

谷

川

淳

二

総

務

大

臣

政

務

官

を

は

じ

め

、

山

口

那

津

男

公

明

党

代

表

、

泉

健

太

立

憲

民

主

党

代

表

、

海

江

田

万

里

立

憲

民

主

党

税

理

士

議

連

会

長

、

古

川

元

久

国

民

民

主

党

税

理

士

議

連

会

長

、

美

延

映

夫

日

本

維

新

の

会

税

理

士

議

連

会

長

が

来

場

し

、

日

税

政

と

単

位

税

政

連

で

は

役

員

が

来

場

国

会

議

員

の

対

応

に

努

め

た

。

来

賓

と

し

て

出

席

し

た

国

会

議

員

を

紹

介

す

る

。

（

敬

称

略

・

順

不

同

・

青

色

ゴ

シ

ッ

ク

は

本

人

出

席

・

党

派

は

１

月

�

日

現

在

。

「

自

」

＝

自

由

民

主

党

、

「

公

」

＝

公

明

党

、

「

立

」

＝

立

憲

民

主

党

、

「

国

」

＝

国

民

民

主

党

、

「

維

」

＝

日

本

維

新

の

会

、

「

無

」

＝

無

所

属

を

表

す

。

）

長

谷

川

淳

二

議

員

（

自

民

・

愛

媛

４

区

）

山

口

那

津

男

議

員

（

公

明

・

東

京

選

挙

区

）

泉

健

太

議

員（

立

民

・

京

都

３

区

）

海

江

田

万

里

議

員

（

無

所

属

・

比

例

東

京

）

古

川

元

久

議

員

（

国

民

・

愛

知

２

区

）

美

延

映

夫

議

員

（

維

新

・

大

阪

４

区

）

　 衆議院 参議院 　

本人出席 �人 �人 �人

代理出席 １８８人 �人 ２４３人

合　　計 ２３６人 �人 ３１５人

出

席

議

員

一

覧

■

東

京

税

理

士

政

治

連

盟

山

田

　

美

樹

　

東

京

１

区

　

自

�

　

　

清

人

　

東

京

２

区

　

自

松

原

　

　

仁

　

東

京

３

区

　

無

平

　

　

将

明

　

東

京

４

区

　

自

落

合

　

貴

之

　

東

京

６

区

　

立

下

村

　

博

文

　

東

京

�

区

　

自

土

田

　

　

慎

　

東

京

�

区

　

自

平

沢

　

勝

栄

　

東

京

�

区

　

自

末

松

　

義

規

　

東

京

�

区

　

立

木

原

　

誠

二

　

東

京

�

区

　

自

小

田

原

　

潔

　

東

京

�

区

　

自

小

倉

　

將

信

　

東

京

�

区

　

自

井

上

　

信

治

　

東

京

�

区

　

自

越

智

　

隆

雄

　

比

例

東

京

　

自

長

島

　

昭

久

　

比

例

東

京

　

自

若

宮

　

健

嗣

　

比

例

東

京

　

自

石

原

　

宏

高

　

比

例

東

京

　

自

高

木

　

陽

介

　

比

例

東

京

　

公

伊

藤

　

俊

輔

　

比

例

東

京

　

立

鈴

木

　

庸

介

　

比

例

東

京

　

立

海

江

田

万

里

　

比

例

東

京

　

無

武

見

　

敬

三

　

東

京

選

挙

区

　

自

丸

川

　

珠

代

　

東

京

選

挙

区

　

自

朝

日

健

太

郎

　

東

京

選

挙

区

　

自

竹

谷

と

し

子

　

東

京

選

挙

区

　

公

山

口

那

津

男

　

東

京

選

挙

区

　

公

塩

村

あ

や

か

　

東

京

選

挙

区

　

立

音

喜

多

　

駿

　

東

京

選

挙

区

　

維

片

山

さ

つ

き

　

比

　

　

例

　

自

■

東

京

地

方

税

理

士

政

治

連

盟

菅

　

　

義

偉

　

神

奈

川

２

区

　

自

坂

井

　

　

学

　

神

奈

川

５

区

　

自

古

川

　

直

季

　

神

奈

川

６

区

　

自

鈴

木

　

馨

祐

　

神

奈

川

７

区

　

自

笠

　

　

浩

史

　

神

奈

川

９

区

　

立

田

中

　

和

德

　

神

奈

川

�

区

　

自

小

泉

進

次

郎

　

神

奈

川

�

区

　

自

後

藤

　

祐

一

　

神

奈

川

�

区

　

立

牧

島

か

れ

ん

　

神

奈

川

�

区

　

自

山

際

大

志

郎

　

神

奈

川

�

区

　

自

中

谷

　

真

一

　

山

梨

１

区

　

自

堀

内

　

詔

子

　

山

梨

２

区

　

自

甘

利

　

　

明

　

比

例

南

関

東

　

自

三

谷

　

英

弘

　

比

例

南

関

東

　

自

金

村

　

龍

那

　

比

例

南

関

東

　

維

浅

尾

慶

一

郎

　

神

奈

川

選

挙

区

　

自

三

原

じ

ゅ

ん

子

　

神

奈

川

選

挙

区

　

自

佐

々

木

さ

や

か

　

神

奈

川

選

挙

区

　

公

三

浦

　

信

祐

　

神

奈

川

選

挙

区

　

公

牧

山

ひ

ろ

え

　

神

奈

川

選

挙

区

　

立

水

野

　

素

子

　

神

奈

川

選

挙

区

　

立

松

沢

　

成

文

　

神

奈

川

選

挙

区

　

維

永

井

　

　

学

　

山

梨

選

挙

区

　

自

上

田

　

　

勇

　

比

　

　

例

　

公

■

千

葉

県

税

理

士

政

治

連

盟

小

林

　

鷹

之

　

千

葉

２

区

　

自

渡

辺

　

博

道

　

千

葉

６

区

　

自

本

庄

　

知

史

　

千

葉

８

区

　

立

奥

野

総

一

郎

　

千

葉

９

区

　

立

森

　

　

英

介

　

千

葉

�

区

　

自

松

本

　

　

尚

　

千

葉

�

区

　

自

櫻

田

　

義

孝

　

比

例

南

関

東

　

自

谷

田

川

　

元

　

比

例

南

関

東

　

立

豊

田

　

俊

郎

　

千

葉

選

挙

区

　

自

小

西

　

洋

之

　

千

葉

選

挙

区

　

立

長

浜

　

博

行

　

千

葉

選

挙

区

　

無

■

関

東

信

越

税

理

士

政

治

連

盟

福

島

　

伸

享

　

茨

城

１

区

　

無

葉

梨

　

康

弘

　

茨

城

３

区

　

自

梶

山

　

弘

志

　

茨

城

４

区

　

自

浅

野

　

　

哲

　

茨

城

５

区

　

国

永

岡

　

桂

子

　

茨

城

７

区

　

自

船

田

　

　

元

　

栃

木

１

区

　

自

簗

　

　

和

生

　

栃

木

３

区

　

自

茂

木

　

敏

充

　

栃

木

５

区

　

自

井

野

　

俊

郎

　

群

馬

２

区

　

自

笹

川

　

博

義

　

群

馬

３

区

　

自

福

田

　

達

夫

　

群

馬

４

区

　

自

小

渕

　

優

子

　

群

馬

５

区

　

自

村

井

　

英

樹

　

埼

玉

１

区

　

自

新

藤

　

義

孝

　

埼

玉

２

区

　

自

黄

川

田

仁

志

　

埼

玉

３

区

　

自

枝

野

　

幸

男

　

埼

玉

５

区

　

立

大

島

　

　

敦

　

埼

玉

６

区

　

立

中

野

　

英

幸

　

埼

玉

７

区

　

自

柴

山

　

昌

彦

　

埼

玉

８

区

　

自

山

口

　

　

晋

　

埼

玉

�

区

　

自

三

ツ

林

裕

巳

　

埼

玉

�

区

　

自

田

中

　

良

生

　

埼

玉

�

区

　

自

細

田

　

健

一

　

新

潟

２

区

　

自

梅

谷

　

　

守

　

新

潟

６

区

　

立

若

林

　

健

太

　

長

野

１

区

　

自

井

出

　

庸

生

　

長

野

３

区

　

自

宮

下

　

一

郎

　

長

野

５

区

　

自

尾

身

　

朝

子

　

比

例

北

関

東

　

自

石

川

　

昭

政

　

比

例

北

関

東

　

自

田

所

　

嘉

德

　

比

例

北

関

東

　

自

中

根

　

一

幸

　

比

例

北

関

東

　

自

牧

原

　

秀

樹

　

比

例

北

関

東

　

自

石

井

　

啓

一

　

比

例

北

関

東

　

公

小

宮

山

泰

子

　

比

例

北

関

東

　

立

泉

田

　

裕

彦

　

比

例

北

陸

信

越

　

自

国

定

　

勇

人

　

比

例

北

陸

信

越

　

自

務

台

　

俊

介

　

比

例

北

陸

信

越

　

自

髙

鳥

　

修

一

　

比

例

北

陸

信

越

　

自

塚

田

　

一

郎

　

比

例

北

陸

信

越

　

自

鷲

尾

栄

一

郎

　

比

例

北

陸

信

越

　

自

神

津

た

け

し

　

比

例

北

陸

信

越

　

立

上

月

　

良

祐

　

茨

城

選

挙

区

　

自

加

藤

　

明

良

　

茨

城

選

挙

区

　

自

小

沼

　

　

巧

　

茨

城

選

挙

区

　

立

清

水

　

真

人

　

群

馬

選

挙

区

　

自

古

川

　

俊

治

　

埼

玉

選

挙

区

　

自

矢

倉

　

克

夫

　

埼

玉

選

挙

区

　

公

熊

谷

　

裕

人

　

埼

玉

選

挙

区

　

立

羽

田

　

次

郎

　

長

野

選

挙

区

　

立

■

近

畿

税

理

士

政

治

連

盟

大

岡

　

敏

孝

　

滋

賀

１

区

　

自

上

野

賢

一

郎

　

滋

賀

２

区

　

自

勝

目

　

　

康

　

京

都

１

区

　

自

泉

　

　

健

太

　

京

都

３

区

　

立

本

田

　

太

郎

　

京

都

５

区

　

自

佐

藤

　

茂

樹

　

大

阪

３

区

　

公

美

延

　

映

夫

　

大

阪

４

区

　

維

伊

佐

　

進

一

　

大

阪

６

区

　

公

池

下

　

　

卓

　

大

阪

�

区

　

維

北

側

　

一

雄
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